
３．整備目標  

（１）富山のみちの整備目標 

１）道路整備の４つの基本姿勢 

□ 富山県では、これからの道路整備を進めるにあたって、４つの基本姿勢を基に道

路整備を進めます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）

□ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 

 

誰もが使いやすく利用しや
すい歩行区間の確保など、
人に視点をおいた道づくり
を進めます。

道路をつくるだけでなく、
今ある道路やシステムをよ
り効率的に利用できるよう
にします。

コスト縮減に努めながら、
重点投資を図るなど、スピー
ディな整備に努め、早く効
果を発揮させます。

行政と県民がパートナーシッ
プを形成し、道づくりに取
り組みます。

誰もが使いやすく利用しや
すい歩行区間の確保など、
人に視点をおいた道づくり
を進めます。

道路をつくるだけでなく、
今ある道路やシステムをよ
り効率的に利用できるよう
にします。

コスト縮減に努めながら、
重点投資を図るなど、スピー
ディな整備に努め、早く効
果を発揮させます。

行政と県民がパートナーシッ
プを形成し、道づくりに取
り組みます。

道路整備の８つの整備目標とアウトカム指標 

基本姿勢に基づき、現状の課題を踏まえて8つの目標を設定し、事業を展開して

いきます。この目標の達成度を毎年検証していくためのアウトカム指標を９項目設

定しました。 

県民との直接交流人数

市街地ゆとり歩道割合

安全に通学できる歩道割合

道路交通における死傷事故率

冬期走行しやすさ割合

渋滞による損失時間

規格の高い道路を使う割合

緊急輸送路代替路確保率

バス情報対象路線数

１．高齢化社会にも対応した人に
　　やさしい道づくり

２．賑わいのあるまちづくりと
　　一体になった道づくり

３．豊な自然を守り地球環境に
　　やさしい道づくり

４．安全で安心な暮らしを支える
　　災害に強い道づくり

５．総合的な交通体系の形成を
　　支援する道づくり

６．地域の活力を育むための
　　道づくり

７．国内外の交流と連携を促進する
　　道づくり

８．住民が主役の道づくり

●

●

●

●

●

●

●

●
達成度を公開していきます！

<道路整備の８つの目標> <アウトカム指標>

図３－１ アウトカム指標 
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３．整備目標  

（２）アウトカム指標に基づく整備目標 

 

□ 下記に示すアウトカム指標目標値を達成するように努めていきます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

H15年度 H19年度

(1)市街地ゆとり歩道割合
　（％）

６５．６ ６７．３ ７３

人口が集中している地区内
(DID地区)にある歩道のうち、
バリアフリー化された歩道の
割合

段差解消を中心に整備を行う

(2)安全に通学できる
   歩道割合(％）

６９．０ ７０．８ ７８
歩行者の多い特に重要な通学
路のうち、歩道が設置済み延
長の割合

概ね10年後に概成を目標とす
る

(3)道路交通における
 　死傷事故率
　（件/億台ｷﾛ）

８７．３ ８７．０
自動車が１ｋｍあたり１億台
走行したときに、発生する可
能性のある死傷事故件数

安心歩行エリアや事故多発地
点での事故防止対策計画を策
定中であり、策定後目標値を
提示

(4)冬期走行しやすさ割合
　（％）

３８．２ ３９．１ ４２

県道以上の道路のうち、積雪
に対応した道路（堆雪路肩確
保、構造物設置、消融雪施設
設置）の延長割合

緊急確保路線を中心に整備を
行う

(5)渋滞による損失時間・
   損失額
　（万時間/年・億円/年）

3,899
(1,149)

3,731
(1,097)

渋滞のない場合の所要時間と
実際にかかる所要時間の１年
間の差（時間の差の換算額）

富山高岡広域都市圏交通円滑
化総合計画を策定中であり、
策定後目標値を提示

(6)規格の高い道路を使う
   割合（％）

８．２ ８．３ ９．４
全道路の自動車走行台キロの
うち自動車専用道路の自動車
走行台キロの割合

高規格幹線道路や地域高規格
道路のﾈｯﾄﾜｰｸ化を図る

(7)緊急輸送路代替路確保
率
　 (％）

５７ ５７ ７１

緊急時にも確保すべき道路で
通行規制がある箇所のうち、
他に代替路として機能する道
路がある箇所の割合

中長期的に100％を目指す

【参考指標】

参考-1
　バス情報対象路線数
　（路線）

７ １６

携帯電話やパソコンでバスの
運行状況が気軽に確認できる
サービスを提供するバス路線
数

【参考値】
今後、より適した指標がない
か検討

参考-2
　県民との直接交流人数
　（人）

－ ２，０００

県民と直接対話ができる各種
懇談会やボランティアへの参
加者数や、アンケートやＨＰ
などへ寄せられる意見数

【参考値】
今後、より適した指標がない
か検討

備考指標定義現況値アウトカム指標

アウトカム
目標値

UP

UP

DOWN

DOWN

（注意） 

・上記の目標値は概略値のため、今後、事業計画を詳細につめ、精査すると数字が変わる可能性があります。 

・H19年度目標値の一部は、現在算定中であり、次年度の報告時に公表する予定としています。 

・「バス情報対象路線数」、「県民との直接交流人数」は、参考値として示した指標です。より適した指標が

ないか、今後も検討を続けていきます。 
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